（５）　秋と年末の行事
イノコさん
亥の子さん　旧暦１０月最初の亥の日を１番亥の子、次を２番亥の子と呼び、この日にコタツを出すと火難が


ないと言われた。また亥の子餅をついて神仏に供えたが、餅をついた後のきねやうすをきれいにしておくと、年が悪くて餅もつけなかったのでないかと神仏が悲しがられるので、きねやうすは洗わなかった。「亥の子さん」のことは「民俗＝農事」の項にもふれてあるので参照されたい。

おとづいたち
１２月１日　正月の前の月の１日で「おとづいたち」という。もち米を入れたあずき飯をつくり、なすのみそ


　漬けを添えて食べた。これはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しはす),師走)川にはまらないようにとのことらしいが、詳しい関係は分からない。
ようかぶき
１２月８日　「ようかぶき」といって、金がよく伸びるようにと「そば」をうって食べた。商家ではそばを近


　所や親せきに配った。
年末（正月準備）
年末　正月にはなにもしないのが習わしで、正月に必要なことは一切年末にしてしまい、掃除、煮物などを夜


遅くまでかかって整えた。

　おおみそかの夜には年越そばを食べることにしているが、命がよく伸びるようにとの意味がこめられている。


　正月の飾り作りも各家庭で行われ、シメ縄には、うらじろ・ゆずり葉・だいだい・昆布・米・ほしか・かち栗・干柿・ぢんばさなどを付け、神棚や井戸、かまど、門口などに飾りつけた。


　正月餅は２５日から３０日ごろにかけてついた。２９日は「若持ち」といってつくのを避けた。この頃はどこの家でも毎日のように餅つきの音が早朝からひびきわたり、多い家は１俵くらいもついた。また近所が共同でつくところも多く、こうしたときは千本キネを使って３－５人くらいでつき、水をつけることがほとんどないのでよい餅ができた。この餅をもむとき、「餅花」もつくった。これは神棚に飾るシメ縄の両側にさげて飾るものと、「ふく木」に餅をつけて台に飾ったものとがあった。この餅花は３月の節句にあられにして食べた。

タチ日
お座敷　長瀬に多くみられた行事で、各家の「タチ日」（死んだ仏の命日）に近所や親せきを招き、お寺さんに

来てもらってお経をあげ、あずき飯・煮まめ・きんちゃん・おしたし・漬物などの簡単な料理を出して仏の供養をする。この日に当たる家では、夕方近所まわりに「お座敷だけ参ていな」と大声を出してまわった。この仏事を行う時期は１２月から１月にかけて行われた。
